
2020 年（令和 2 年）7 月 15 日（水）中日新聞 掲載 

障害ある人に安心観光を 

五輪・パラホストタウン 伊勢市がマップ作成中 

出入り口や段差 当事者と町歩き意見交換 
 
 



2020年（令和 2年）8月 19日（水）伊勢新聞 掲載 

障害者ら「まち歩き調査」 

伊勢の外宮参道 バリアフリーマップ作成へ 

 
 



2020年（令和 2年）11月 13日（金）中日新聞 伊勢志摩版掲載 

視覚障害者の観光 遠隔案内 

おはらい町で実証実験 

皇学館大生 映像見て景色など説明 
 



2021 年（令和 3 年）2 月 10 日(水) 中日新聞 掲載 

聴覚障害者が自宅で旅気分 

おかげ横丁舞台 オンラインバスツアー 

ライブ中継、伊勢うどんに舌鼓 
 



2021 年（令和 3 年）3 月 16 日(火)中日新聞 伊勢志摩版掲載 

視覚障害者も観光満喫  

伊勢でモニターツアー 

 
 



 

静岡県におけるユニバーサルデザインの推進 

 

１ 要 旨 

ユニバーサルデザインの理念普及と実践促進を図り、住む人も訪れる人も快適に

安心して過ごせる地域づくりを進めるため、第５次ふじのくにユニバーサルデザイ

ン行動計画に基づき、ハート・ソフト・ハードの各分野において全庁的に取組みを

進めている。 

 

２ 第５次ふじのくにユニバーサルデザイン行動計画の概要 

 (1) 本県における位置づけ 

 本県の新ビジョン（総合計画）において、「（政策）誰もが活躍できる社会の実

現－（政策の柱）誰もが理解し合える共生社会の実現」の中に位置付けられ

る分野別計画 ※くらし・環境部県民生活課が取りまとめ 

 計画期間は 2018～2021 年度の４年間 

(2) 取組内容 

 ハート・ソフト・ハードの各分野がバランス良く進捗する取組み 

 第４次行動計画で進捗が遅れ気味であったハート分野の取組強化 

  ＜施策体系＞ 

区 分 施策体系 

【ハート】 

誰もがお互いに思いや

り共生する社会づくり 

・心のＵＤを実践できる人づくり 

・誰もが活躍できる共生の社会づくり 

【ソフト】 

誰にも優しく魅力的な 

ｻｰﾋﾞｽ・情報や製品の提供 

・おもてなしの心あふれる顧客サービスの提供 

・誰もが様々な場面で必要な情報を得られる環境づくり 

・使いやすく魅力ある製品の開発及び利用の促進 

【ハード】 

誰もが快適で過ごしや

すいまちづくり 

・利用しやすく配慮された施設(建物、公園等)や住宅の整備 

・安全で利用しやすい道路、歩行空間や交通機関の整備 

＜代表指標の現状値＞ 

分野 区分 指 標 
現状値 

※直近の実績値 

目標値 
(R3 年度) 

ハ
ー
ト 

成果 

指標 

困っている人を見掛けた際に声を掛けた

ことがある県民の割合 

（Ｒ2 年度調査） 

34.2％ 
33.3％ 

活動 

指標 

ユニバーサルデザイン出前講座の実施回

数 

（Ｒ2 年度調査） 

30 回 

毎年度 

30 回 

ソ
フ
ト 

成果 

指標 

県内企業、団体等のユニバーサルデザイン

への取組割合 

（Ｒ1 年度調査） 

50.8％ 
55％ 

活動 

指標 

工業技術研究所によるユニバーサルデザイン

に関する研究開発技術指導及び相談の件数 

（Ｒ2 年度調査） 

366 件／年 
500 件／年 

ハ
ー
ド 

成果 

指標 

誰もが暮らしやすいまちづくりが進んで

いると感じる県民の割合 

（Ｒ2 年度調査） 

53.8％ 
75％ 

活動 

指標 

通学路合同点検等に基づく要対策箇所対

策達成率 

（Ｒ2 年度調査） 

85.1％ 
100％ 

  ※このほかに 32 の個別指標を設定している。 



 

＜令和２年度の具体的な取組事例＞ 

担当部局 内  容 

全部局 
○ユニバーサルデザインの理念を取り入れた学校、病院、庁舎、

スポーツ施設などの県有建築物の整備 

くらし・環境部 

○相手のことを思いやり、さらに一歩進んで行動する「心のＵＤ

プラス」の促進を目的とした、障害者や高齢者等への対応を想

定した実践講座の実施（令和２年度はオリパラ都市ボランティ

ア向け） 

○企業・団体等におけるＵＤ取組事例の情報発信 

○福祉のまちづくり条例対象建築物の整備基準への適合推進 

○県営住宅におけるエレベーターの設置、段差の解消、手すりの

設置等の整備 

スポーツ・文化

観光部 

○ユニバーサルツーリズム推進のための宿泊施設、観光施設にお

けるバリアフリー化に係る備品購入経費助成 

健康福祉部 

○駅ホームからの転落事故等を未然に防止するために障害のあ

る方に対する声かけを行うサポーターの養成 

○ヘルプマークの普及推進 

○「ゆずりあい駐車場制度」の普及推進、協力施設確保 

○ユニバーサルデザインタクシー購入経費助成 

交通基盤部 
〇通学路合同点検に基づく対策実施 

〇水辺の交流拠点の整備（河川・港湾） 

 


